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東京医科大学免疫・アレルギー研究晦
日　時：平成4年6月30日（火）
　　　　午後5：30～7：30
会場：東京医科大学病院臨床講堂（本館6F）
世話人：第3内科学教室伊藤久雄
特別講演：アレルギーとIgE．　IgG．　IgA抗体
　　　　　一最近の知見と測定法の進歩一
　　　　聖マリアンナ医科大学
　　　　難病治療研究センター
　　　　　　　病因・免疫部門
　　　　　　　　助教授　中川武正博士
2，　老年者脳内のJCウイルスの検索
　一in　situ　hybridizati・n，　電顕，
　ウイルス核酸検出法を用いて
第一病理　　　嶋田　裕之，西川　純子
　鈴木　晟幹，小島　英明，割鍋　維男
JCウイルスはpapovavirusの一つで広く
ヒト体内に存在する．このウイルスは免疫不
全に陥った場合中枢神経系を侵し，進行性多
巣性白質脳症（PML）を生ずる．PMLを生じて
いないヒト脳内でこのウイルスの存在を報告
した文献は：無い．我々は最近PMLに全く罹
患していない老年者脳内でJC－virus－DNAを
in　situ　hybfidizati。nで確認し，さらに電
顕でpap。vavirusを発見した．非PML老年
者脳内のJC－virus　DNAの存在を確実にする
為にP。lymerase　chain　reacti。nおよび
Southern　bybridizati。n　ana1ysisをもちい
て検索したところ，JC－virus　DNAと判定し得
る53bp，120　bpのsequenceをもつbandを
老人脳組織にle／33例　見出すことが出来た．
1
（血清学）
Raji　Bリンフォーマを用いて、
体受容体2（CR2）を介するシグナル伝達機構
を検討した，その結果、次のことが明かとな
った．1＞抗CR2抗体で細胞を刺激するとイノ
シトールリン脂質代謝が別冊し、ハービマイ
シンA前処理によりこの反応は抑制された。
2）抗CR2抗体で刺激すると、約30KD．　50KD，　90－
100KD蛋白質等のチロシンリン酸化が認められ
た．3＞抗CR2抗体；で免疫沈降し、　in　vitroで
リン酸化反応を行なわせると、複数の蛋白質
のリン酸化が認められた，4）これちの蛋白分
子にはCD19とsrc型チロシンキナーゼfyn等が
含まれていた，以上より、CR2にはCD19、　Src
型チロシンキナーゼ等が結合し、CR2を介する
シグナル伝達に関与していると推定される，
これらの事実はEBウィルス、補体等によるB
細胞活性化を解析していく上で有用であろう，
補体受容体2（CR2）を介す
るシグナル伝達機構について
　天野栄子，豊田博子、
　水口純一郎
　　　　　　　　　B細胞上の補
　3．　実験的自己免疫性ぶどう膜網膜炎の
　　　　発症機構における接着分子の関与
（眼科学）　　　　栗原　千哉，後藤　　浩，
　　　　　　　　土方　　聡，坂井　潤一，
　　　　　　　　臼井　正彦
　最近，細胞間相互作用や白血球の血管外遊出
の過程においてLFA－1やそのリガンドであ
るICAM－1などの接着分子が重要な役割を
果たしていることが注目されている。今回我々
は，実験的自己免疫性ぶどう膜網膜炎（EAU
）における眼組織と肝内浸潤細胞に発現される
接着分子について，免疫組織化学染色を行い，
その発症機構における関与を検討した。染色は
，モノクローナル抗体1A29（抗ICAM－
1），WT1（抗しFA－1）を用い，ABG
法により行った。
　結果は以下の通りであった。
1．ICAM－1およびLFA－1は病期の進
行とともに眼下各部に浸潤した炎症細胞に陽性
であった。
2．ぶどう膜網膜の血管内皮，および毛様体上
皮，網膜色素上皮にICAM－1が発現してお
り，血液一眼関門の破綻に関与していると考え
られた。
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